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Appleへの質問、Apple からの回答及び事務局による Apple への更問 
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で、御社におけるコミュニケーション上の工夫やチャレンジについてお伺いできま

すと幸いです。 

 

（答） 

1.2. デベロッパの皆様とのコミュニケーションにおいて、そのスピードと正確性の

バランスを取ることは Apple にとって重要です。そのため、一部のコミュニケ

ーションは英語でのみ受け付けており、これにより、Apple のチームはこれら

のデベロッパの皆様とのコミュニケーションに適切な優先順位を付して対応で

きるようになっています。また、より広範なデベロッパコミュニティの意見や

プラクティスを参考にできるという理由で、英語でのコミュニケーションの方

が良いとするデベロッパもいらっしゃると承知しております。とはいえ、Apple

は日本語によるデベロッパの皆様とのコミュニケーションを拡大するための取

組みを導入しています。 

1.3. デベロッパの皆様が App Review でのリジェクトについてより理解できるように

するための Apple のコミットメントを示す例として、Apple は、2023 年に開始

した日本語によるコミュニケーションプログラムを全面的に導入しました。

Apple は、このプログラムの初期的な導入でみられた肯定的な結果に基づい

て、日本語によるコミュニケーションプログラムを全面的に採用することを決

定しました。Apple は、引き続き、上位のリジェクト理由のスニペットを日本

語に翻訳する予定です。また、日本語によるコミュニケーションプログラムの

一環として、Apple の App Review チームには、日本語が流暢で精通しているス

タッフが配置され、提出されたアプリのトリアージや日本語での回答に対応し

ます。 

1.4. 日本語によるコミュニケーションプログラムの目標は、日本のデベロッパと日

本語でコミュニケーションを取り、アプリに関する懸念を審査の初期段階で解

決することです。 

日本語によるコミュニケーションプログラムに参加した多くのデベロッパから

は、日本語による対応が懸念の迅速な解決に非常に役立つと評価されました。

一方で、一部の日本のデベロッパからは、オンラインで利用可能な英語による

フォーラムやその他のリソースを活用するにあたり、英語によるリジェクト理

由のスニペットの方が良いとの指摘もありました。 

1.5. Apple は、デベロッパとの間の透明性および公平性を高めるため、App Review

プロセスを改善する機会を継続的に追求しています。App Review チームは、提

出されたアプリをリジェクトする際には、常に適用された利用規約の条項およ

び認定された事実関係に関する詳細な説明をデベロッパに提供します。審査結

果は、デベロッパによって特定された問題を解決するために特別に当該デベロ

ッパ向けに合わせたガイダンスとともに、タイムリーにデベロッパに個別に返

送されます。 

1.6. Apple は、ガイドラインの更新に関するデベロッパとのエンゲージメントを強
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考えております。一方で、アプリストアでは多数のアプリ事業者が参加することを希

望するものであり、ユーザーにとって安全安心なアプリを配信するための審査を行う

上では様々なチャレンジもあるものと推察します。そこで、議論の前提として、ユー

ザーにとって安全安心なアプリを提供するための取組や、ユーザーの安全安心を確保

しつつ多数のアプリ事業者を審査する上での工夫やチャレンジについて、差し支えな

い範囲でお伺いできますと幸いでございます。 

 

（答） 

2.3. 脅威がますます巧妙化し、拡大する、そして目まぐるしく変化するデジタル環境

において、Apple が消費者の皆様に比類なきセキュリティ、プライバシー、およ

び安全を提供できることは、これまで以上に重要になっています。Apple の統合

されたエコシステムでは、業界で最も安全、最もセキュア、最も信頼性が高く、

プライバシー保護に優れ、最高品質の製品群を提供しています。App Store に提

出されたすべてのアプリは、提出時および更新のたびに、プライバシー、安全性、

セキュリティ、パフォーマンスに関する Apple の基準を満たしているかどうかの

審査がなされます。Apple の審査チームは、毎週約 10 万件のアプリおよびアプ

リのアップデートを審査しています。App Review では、ユーザーに重大なリス

クをもたらす可能性のあるアプリを毎年検出しています。例えば、ユーザーデー

タへの不正アクセスを試みる悪意のあるアプリを阻止してきました。また、ソー

シャルエンジニアリングの手法を用いて、ユーザーを騙して自分の端末や情報へ

のアクセスを許可させる悪意のある行為者を特定するには、人の目による審査が

特に重要です。さらに、App Review は、ポルノやギャンブルなどの有害な活動

を助長する不正なアプリを識別するように設計されています。昨年だけでも、安

全上のリスクが懸念される 116,105 件のアプリを世界中で却下しました。2 ま

た、App Store から 38,315 件の不正アプリと、425 件の知的財産権を侵害するア

プリを削除しました。3 App Store は、世界中で過去 5年間に 90 億ドル以上の不

正取引を防止しました。さらに、Apple は、2024 年だけで、20 億ドル以上の潜

在的な不正取引を阻止し、ユーザーに配信される前に約 200 万件のリスクの高

いアプリ提出をブロックしました。4 

2.4. さらに、業界をリードするペアレンタルコントロールや WebKit ブラウザエンジ

ンといった機能を含む Apple の統合されたエコシステムは、ユーザーを安全に保

護し、ユーザーが自らのデータをコントロールすることができる設計になってお

り、これにより、ユーザーおよびデベロッパの双方に利益をもたらす信頼関係が

醸成されます。 

 

 

 
2「2024 App Store Transparency Report」。こちらを参照。 
3 同上。 
4 https://www.apple.com/jp/newsroom/2025/05/the-app-store-prevented-more-than-9-billion-usd-

in-fraudulent-transactions/ 
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とを求める。また、Apple については、利用事業者が Consumption API

を使用して返金に関する判断や返金プロセスの改善に役立つ情報を提供

した場合は、不正な返金でないか十分な調査等を行うことを求める。

（p.81） 

➢ 個別には、Apple について、・・・返金に関する各種ツール等を一覧で

きるような返金処理に関する情報を日本語でまとめたページを作成する

こと、引き続き、利用事業者に向け返金に関する説明会を行う等、積極

的にわかりやすく説明・周知することを求める。また、・・・利用事業

者が主体的に Apple の課金システムを利用して返金する機能を提供す

る等の改善がなされるか、注視する。また、「プロバイダがサブスクリ

プションの解除を要請する機能が提供されていないため、ユーザーから

の問い合わせに十分に対応することができない」との声については、サ

ブスクリプションの状態を確認できるツールが Apple から提供されて

いるものの、大幅な改善が見られていない。このため、新たなシステム

の提供等によりこれらの不都合の改善がなされるか、引き続き注視す

る。（p.81-82） 

 

（答） 

3.9. 上記 Q3-1 の回答でご説明したように、Apple では、2019 年より、返金要求の承

認を機械学習モデルによって判断しています。これらのモデルは、Apple の担当

者が審査した毎月数万件の取引を基にトレーニングされており、ペアレンタルコ

ントロールやコンテンツの消費、アカウントや支払方法の履歴など、複数の要素

を考慮しています。なお、デベロッパの皆様に対して返金要求を受け入れる理由

を伝える際の具体的な課題としては以下のような点が挙げられます。 

1. 不正防止対策において、App Store の保護措置を回避することを可能にする

情報が悪意のある者に提供されてしまうリスクがあります。 

2. Apple のデータセキュリティ対策に従い、機械学習プロセスにおいては正確

な返金理由が把握できないことから、すべてのデータが社内の各部門間で共有さ

れているわけではありません。 

3. Q3-5 において指摘したとおり、チャージバックに関して返金を行うのは

Apple ではないため、銀行が行う返金に関する具体的な詳細は把握していませ

ん。 

3.10. Apple は、返金に関するトピックについてデベロッパの皆様と定期的にコミュニ

ケーションを取っています。WWDC のスレッドを含む複数のグローバルなフォー

ラムで、返金がトピックとして取り上げられています。Apple は、返金を議論す

るデベロッパ間での会話を促進し、質問がある場合にはデベロッパの懸念に対処

しています。 

 

 

 






